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はじめに 
錦帯橋が初めて架

か

けられたのは、今から 300 年以上も昔のことです。 

そのときから今まで橋の 姿
すがた

・形はほとんど変わっていません。それは、錦帯橋

はすごく良くできた橋だからです。今の大学の先生方も「科学が発達した現在
げんざい

の

橋と比べても、負けない強さを持っている」と言われています。 

 どうして、そんなに強い橋ができたのでしょうか。その答えを知るためには、

橋の架
か

かっている場所について考えなければなりません。 

 普通、橋を架
か

けるときには、橋が架
か

けやすいところ、そして流されにくい所を

選びます。条件
じょうけん

の悪い場所をさけるのですが、錦帯橋は違
ちが

います。 

戦いに備
そな

えて、敵
てき

から攻められにくい所にお城
しろ

を築
きず

き、これにあわせて町を作

ったため、川で町を２つに分けることになりました。 

その結果、本来橋を架
か

けるのに適
てき

さないこの場所とわかっていたのですが、ど

うしても町を一つにつなぐための橋を架
か

けたい、という思いが生まれたのです。 

 洪水
こうずい

に強い形をできるだけ効率
こうりつ

良く作るため、丈夫
じょうぶ

で重い石を積み上げて 橋 脚
きょうきゃく

をつくり、その上に軽くて加工が簡単
かんたん

な木でいろいろな工夫をこらしてうまく組 

むことで、ようやく強い橋「錦帯橋」が完成したのです。 

 この錦帯橋の強くするための工夫の全てを知ることはとても 難
むずか

しいですが、こ

の模型
も け い

を組み立てることで、その幾
いく

つかでも学び、もっと錦帯橋に関心を持って

いただけたら幸いです。 

なお、この模型
も け い

は、平成 17年 9月に岩国を襲
おそ

った台風 14号の洪水で流された橋
きょう

杭
ぐい

を回収したものの 通
とおし

貫
ぬき

や筋
すじ

違
ちがい

貫
ぬき

（ヒバ）の部分を使って、「平成の架
か

け替
か

え」

のときの大工さんが作ったものです。 
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－２－ 



それでは、実際に錦帯橋を組み立てる手順にそって模型
も け い

を組み立ててみましょう。 

１．沓
くつ

鉄
てつ

・敷
しき

梁
ばり

（ケヤキ） 

 橋 脚
きょうきゃく

に木の部材
ぶ ざ い

を取り付けるため、桁
けた

を固定する鉄製
てつせい

の沓
くつ

鉄
てつ

が付いています。

最初の木部材は、沓
くつ

鉄
てつ

に差し込む桁
けた

を下から受け止める敷
しき

梁
ばり

です。敷
しき

梁
ばり

は、橋 脚
きょうきゃく

の丸みに沿
そ

って外側の面を緩
ゆる

やかにカーブさせています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

この模型
も け い

では、敷
しき

梁
ばり

が付いた状態
じょうたい

からスタートします。 

沓
くつ

鉄
てつ

 

敷
しき

梁
ばり
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２．一番
いちばん

桁
けた

（ケヤキ） 

 最初に取り付ける桁材
けたざい

です。この一番桁の取り付ける角度で、橋の高さが決ま

ってしまうため、とても慎重
しんちょう

に作業します。また、丸みを持った敷
しき

梁
ばり

にきちんと

揃
そろ

えてはめ込むため、端
はし

から中に向けて桁
けた

の高さを高くしていく工夫が 施
ほどこ

されて

います。なお、沓
くつ

鉄
てつ

にはめ込む桁
けた

（一番から四番）はボルトで固定されます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

模型
も け い

の一番
いちばん

桁
けた

も 3種類あります。間違
ま ち が

えないように取り付けましょう。 

い・ほ 

ろ・に 

は 

一番
いちばん

桁
けた
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３．一番
いちばん

鼻梁
はなばり

（ケヤキ） 

 梁
はり

とは、桁
けた

と直角に渡された材のことです。一番
いちばん

桁
けた

の先端
せんたん

（鼻先）に取り付け

る鼻梁
はなばり

は、橋の強度を高めるとともに、5本の桁
けた

の間隔
かんかく

を揃
そろ

えるという重要な役割

があります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

5 つの一番
いちばん

桁
けた

を揃
そろ

えて、ていねいに取り付けましょう。 

一番
いちばん

鼻梁
はなばり
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４．二番
に ば ん

桁
けた

・二
に

楔
くさび

（両方ともケヤキ） 

 

二
に

番
ばん

桁
けた

は、沓
くつ

鉄
てつ

に差し込み、一番
いちばん

桁
けた

の上にのせて太
だ ぼ

でつなぎます。このよう

に桁
けた

同士
ど う し

が重なる部分は、太
だ ぼ

を入れることでズレを防いでいるのです。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

二
に

番
ばん

桁
けた

 

太
だ ぼ
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二
に

楔
くさび

は二番
に ば ん

桁
けた

の根元にのせて太
だ ぼ

でつなぎます。桁
けた

と桁
けた

の間に 楔
くさび

をはさんでい

くことで、錦帯橋独特のアーチの形になるのです。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

模型
も け い

では、二番
に ば ん

桁
けた

と二
に

楔
くさび

はあらかじめくっついています。沓
くつ

鉄
てつ

、太
だ ぼ

、鼻梁
はなばり

の

位置をあわせて取り付けましょう。 

二
に

楔
くさび
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５．二
に

番
ばん

鼻
はな

梁
ばり

・ 懐
ふところ

梁
はり

（両方ともケヤキ） 

 

5 つの二番
に ば ん

桁
けた

の先端
せんたん

に取り付けます。 

 

懐
ふところ

梁
ばり

は二
に

楔
くさび

の上にはめ込みます。 

 

二番
にばん

鼻 梁
はなばり

 

懐
ふところ

梁
ばり
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